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的性格，という 7 ノレグス主義の認識論の根本命題Iこ対して， I科学の超階級性」
を主張;)して，これを否定している点である。第2点は，林直道，芦田文夫，故
吉村達次氏などによって強調されためところであるが，資本制生産様式を歴史
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部第1編第 1章の商品論で与えられている一価値J I価値形態J i価格」とは
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118 (634) 1第 101巻第6号
力が配分されて生産が行われているということに他ならなし、。従って，資木骨，[
経済のもとで r経済原則」を実現する「価格体系Jとは，生産価格の体系に
他ならないわけであって，大内氏の帰結はとのこ左を証明じたものに他ならな
し、。
とのように，宇野理論の経済学の特異な対象規定によって導き出されている
ところの「流通形態」論の方法，役割，性格を徹底させるならば， i流通形態」
論における「価値法則の形態」の解明とは，価値実体を前提しないで生産価格
体系の形成を明らかにすることに他ならず，商品論で実体ぬきの「価値」を与
え， r経済原則]を実現するような「価格体系」において「価値と価格の一致J
をいおうとすれば，大内氏のように，生産価格において「価値通りの交換」或
いは「価格と価値の一致」をいうような「価値概念」を必要とするようになり，
又，それを避け，少くともマノレグスに従って質的にも量的にも「価値]の実体
を対象化された抽象的人間労働とする立場をとろうとすれば，宇野氏のように，
自らの対象規定から要請される方法にす盾しなければならないという帰結にな
るわけである。
以上，本稿 tは，宇野理論の価値論における内在的矛盾とその根拠=宇野理
論の経済学の対象規定との関連を明らかにした。
